
令和 8年 8月 25日 

名古屋経済記者クラブ各位 

名古屋商工会議所 産業振興部 

名古屋商工会議所は、次世代産業の柱として重要性が高まる半導体分野において、地域

の中小企業が持つ優れた技術や製品の活用を促進し、新たな参入や取引拡大を支援するた

め、「半導体サポートデスク」を新たに設置いたします。 

本サポートデスクでは、専門家による個別相談を通じて、自社技術の転用可能性や参入

に向けた課題解決を一貫して支援する体制を構築いたします。 

報道各位におかれましては、本件の報道方につきまして、格別のご協力を賜りますよう、

何卒よろしくお願いいたします。 

 

■設置の背景・名古屋商工会議所の取組み 

政府は現在「戦略 17 分野」の柱として半導体を位置づけ、2040 年度までに官民で計 68 兆円

を投じる大規模なロードマップを推進しています。これに基づき、最先端ロジック半導体の国産化

を担う「ラピダス」に対し、2026年までに約 2.4兆円の研究開発支援を決定するとともに、政府の債

務保証による民間融資の呼び込みを行うなど、2027年の量産化に向けた国内生産基盤の強化が

官民一体で急ピッチに進められています。 

こうした中、モノづくりの中枢である中部圏において、自動車産業や工作機械分野等で培った

高い技術力を半導体分野へ展開していくことは、地域の産業競争力を維持・向上させるための重

要な課題と言えます。特に、AI がロボットや自動運転などの現実世界と融合する「フィジカル AI」

の進展に伴い、制御を担う半導体の重要性は一層高まっており、この変革期を捉えることが不可

欠となっています。 

本サポートデスクは、こうした需要に対応し、地域企業が半導体サプライチェーンへ参入するた

めの「架け橋」として設置いたしました。専門家による伴走支援を通じて、次世代の成長産業にお

ける新たな取引拡大を後押しいたします。 

 

■「半導体サポートデスク」概要 

①主な支援内容(予定) 

・専門家による対面での個別相談（1回 1時間、事前予約制） 

・自社技術・製品の半導体分野における活用可能性の診断 

・参入可能な領域や求められる品質・規格に関する助言 

・相談内容に応じたマッチング候補企業の探索や関連事業(※)の案内 

 

②コーディネーター 

・中部エレクトロニクス振興会 神田 昌司 氏 

明治大学工学部電気・電子学科修士課程修了、日本電装株式会社(現株式会社デンソー)で

は、本社、基礎研究所、デンソーアメリカ、東京支店に勤務し、半導体デバイスの設計、開発、企

画、営業、戦略、教育に従事。退社後、2024 年 9 月株式会社キズキ・デポ設立、中部エレクトロニ

クス振興会と契約。 

名古屋商工会議所が企業の半導体産業参入に向けた取り組みを支援する 

「半導体サポートデスク」を開設 



 

③利用方法・料金 

・利用方法：事前予約制（名古屋商工会議所 WEBサイトの申込フォームより受付） 

・利用料： 

【名商会員】無料 

【非会員】10,000円／1回（ただし、初回相談は無料） 

 

④ＷＥＢサイト 

https://www.nagoya-cci.or.jp/monozukuri/post_17.html 

 

⑤その他詳細 

・別紙参照 

 

【本件お問い合わせ先】 

名古屋商工会議所 産業振興部 青山・山田(基) 

TEL：052-223-8606／E-mail：monozukuri@nagoya-cci.or.jp 

 

（※）関連事業 

●SEMICON Japan「中部パビリオン」共同出展事業 

・概 要：中部経済産業局と名古屋商工会議所、中部エレクトロニクス振興会は、半導

体のグローバル工業会である SEMI と連携して、半導体産業に関する国内最

大級の展示会である「SEMICON Japan」において、東海地域及び北陸地域を

カバーする「中部パビリオン」として出展しております。 

・今年度予定：令和 8年 12月 9日～11日 開催 

［主催：名古屋商工会議所・中部経済産業局・中部エレクトロニクス振興会］ 

東京ビッグサイト（東京都江東区有明 3丁目 11-1） 

30社出展予定（※今年度の申込は終了いたしました。） 

・過年度実績：10社出展［2024年度／主催：名古屋商工会議所］ 

27社出展［2025年度／主催：名古屋商工会議所・中部経済産業局］ 

https://www.nagoya-cci.or.jp/monozukuri/post_17.html



